







Diagnostic imaging by tiny computer tomography for dental use (3DX): 
Pre-operative examination before implant to the left mandibular molar region
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　インプラントによる欠損補綴は，良好な予後と
咀噌回復を得られるようになってきた．しかし，
適切なインプラント手術を行うためには，歯槽骨
の幅や高さ，下顎管や上顎洞底部の位置を精査す
る必要がある．今回，歯科用小型X線CT（モリ
タ社製、京都，3DXε，以下3　DX’とする）にお
いて，下顎左側臼歯部におけるインプラント術前
診査に有用であった1例を経験したので，その画
像と共に報告する．
　患者は73歳，男性であり，4年前に下顎両側Eヨ
歯部が欠損し，インプラント希望のため，2002年
9月27日，本学を受診した．断層方式パノラマX
線写真において，下顎左側臼歯欠損部のインプラ
ント埋入予定位置にはステントで位置付けされて
いる．パノラマX線像では骨の高さは充分であ
ると考えられた（写真1）．ステントとの位置関
係の詳細を観察するために，ステントを試適し3
DX＝s’，にて撮像を行った．ステントは歯槽骨に対し
て垂直に位置付けされており，歯槽頂部から下顎
管までの距離は第一大臼歯相当部では17．　0　mm
（写真2），第二大臼歯相当部との距離は13．13
mmであった（写真3）．また，歯槽骨の吸収像
は認めなかった．
　インプラント手術における顎骨部の精査は，パ
ノラマX線検査や口内法X線検査あるいはとく
に顎骨内状態を観察するためにX線検査が行わ
れてきた．とくにX線CT検査ではMPRにて下
写真1：断層方式パノラマX線画像
（2003年2月28日受付12003年4月23日受理）
90 内田他：ド顎左側臼歯部におけるインブラント術前診査
写真2：下顎管までの8巨離は第一大E］歯相当部では17mmである．
写真3：下顎管までの距離は第二大臼歯相当部ではユ3．13　mmである．
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顎管や上顎洞底との距離を計測してきたが，金属
修復物が存在する場合は障害陰影となり正確な検
討を行うことができなかった．しかしながら，3
DXDにおいては，ステントによる障害陰影は殆ど
認めることがなく，自験例のようにステントを試
適して撮像が行え，インプラントの植立方向や角
度また周囲との解剖学的構造物との関係を三次元
的な動画として観察できる．しかも，垂直的な正
確な方向で距離測定も行えるので術者により多く
の情報を提供することができた．
